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◆ キーワード　「こぶとり」／談／姜沆／藤原惺窩／儒者

一
．
睡
隠�

姜
沆
と
藤
原
惺
窩

⑴
睡
隠�

姜
沆

姜カ
ン
・
ハ
ン沆（

一
五
六
七
│
一
六
一
八
）
は
、
朝
鮮
王
朝
の
士
大
夫
、
儒
者
で

あ
る
。
日
本
に
も
よ
く
知
ら
れ
る
朝
鮮
朱
子
学
の
大
家
、
退
渓
李イ
・
フ
ァ
ン滉の

学

統
に
連
な
る
。
睡ス
ウ
ン隠

は
そ
の
号
。
碩
儒
姜
希
孟
の
五
世
孫
で
あ
る
。

文
禄
元
年
（
一
九
五
二
）
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
侵
略
が
始
ま
り
、
さ

ら
に
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
一
月
、
再
度
の
侵
攻
が
始
ま
っ
た
時
、
刑

曹
佐
郎
の
任
に
あ
っ
た
姜
沆
は
、
九
月
二
十
三
日
、
全
羅
道
霊
光
の
沖
合

で
、
藤
堂
高
虎
の
軍
勢
に
一
家
と
も
ど
も
捕
ら
わ
れ
て
し
ま
う
。

こ
の
時
、
幼
い
息
子
と
娘
が
賊
に
よ
っ
て
目
の
前
で
海
に
投
げ
捨
て
ら

れ
、
そ
れ
を
慟
哭
す
る
妻
も
賊
に
殴
打
さ
れ
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
惨
苦

を
受
け
る
。
押
送
さ
れ
る
途
次
に
、
長
兄
と
次
兄
の
子
ら
も
病
死
す
る
。

押
送
さ
れ
る
あ
い
だ
に
、
姜
沆
は
い
く
度
も
脱
出
逃
亡
を
図
る
が
果
た

す
こ
と
が
で
き
ず
、
対
馬
島
か
ら
壱
岐
島
、
伊
予
大
洲
を
経
て
、
慶
長
三

年
（
一
五
九
八
）
六
月
大
坂
に
、
そ
し
て
京
へ
と
移
送
さ
れ
、
つ
い
に
伏

見
の
藤
堂
高
虎
の
屋
敷
に
軟
禁
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
家
一
族
の
死
と
離
散
と
い
う
惨
苦
の
中
に
あ
っ
て
も
、
朝
鮮
国
王
の

｢

臣｣

で
あ
り｢

儒
者｣

で
あ
る
姜
沆
は
、
自
ら
が
守
る
べ
き
節
義
を
強

く
保
持
し
て
い
た
こ
と
は
、「
賊
中
封
疏
」（
国
王
へ
の
上
奏
文
。『
看
羊
録
』

（
原
題
「
巾
車
録
」）
所
収
）
に
、
次
の
よ
う
に
表
出
さ
れ
て
い
る
（
１
）。

・ 

職
を
奉
じ
な
が
ら
何
の
な
す
と
こ
ろ
も
な
い
ま
ま
、
上
は
朝
廷
を

辱
し
め
る
こ
と
に
な
り
、
罪
は
逃
れ
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

・ 〔
頭
の
〕
頂
い
た
だ
きか
ら
爪
先
に
至
る
ま
で
尽
こ
と
ご
とく
王
様
の
大
い
な
る
恩

恵
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
も
の
を
、
何
一
つ
と
し
て
〔
国
家
に
〕

尽
く
す
こ
と
な
く
…
上
は
忠
を
建
て
節
を
立
て
て
家
国
に
尽
く
す

こ
と
が
で
き
ず
、
…
…

・ 
私
の
陋ろ
う
れ
つ劣

さ
は
、
古
人
の
万
分
〔
の
一
〕
の
下
に
あ
り
ま
す
が
、

忠
を
願
う
志
は
古
人
に
少
し
も
譲
り
ま
せ
ん

こ
の
よ
う
な
悲
痛
と
屈
辱
の
抑
留
に
あ
っ
た
姜
沆
を
、
藤
原
惺
窩
が
尋
ね

て
き
て
二
人
は
出
会
う
こ
と
と
な
る
。
そ
う
し
て
儒
学
を
通
し
て
親
交
を
深

姜
沆
の
「
瘤
戒
」
と
藤
原
惺
窩

―
朝
鮮
の
儒
者
に
伝
わ
っ
た
日
本
の
「
こ
ぶ
と
り
」

邊　
　

恩　

田
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め
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

姜
沆
は
、
藤
原
惺
窩
に
つ
い
て
、「
賊

中
聞
見
録
」（『
看
羊
録
』（
原
題
「
巾

車
録
」）
所
収
）
の
な
か
で
、

又
、
妙
寿
院
の
舜
首
座
な
る
も
の

あ
り
、
京
極
黄
門
定
家
の
子
孫
に

し
て
但
馬
守
赤
松
左
兵
衛
広
通
の

師
な
り
。
頗
る
聡
明
に
し
て
古
文

を
解
し
、
書
に
於
て
通
ぜ
ざ
る
所

な
し
。
性
亦
た
剛
峭
に
し
て
倭
に

於
て
容
る
る
所
な
し
（
２
）

と
、
そ
の
聡
明
さ
を
記
し
、
ま
た
「
惺

齋
記
」
で
は
、

予
の
日
東
に
落
ち
し
よ
り
し
て
三

年
、
斂
夫
（
惺
窩
）
を
日
本
の
王

京
に
得
た
り
。
是
と
遊
ぶ
こ
と
数

月
、
始
め
て
そ
の
人
と
な
り
を
知

り
て
、
そ
の
為
学
を
聞
き
、
既
に
そ
の
為
学
を
聞
き
て
、
益
々
そ
の

人
と
な
り
を
信
ず（
３
）。（
後
略
）

と
述
懐
し
、
惺
窩
と
の
出
会
い
と
人
物
に
つ
い
て
評
価
し
記
し
置
い
て
い

る
。
阿
部
吉
雄
氏
は
、
惺
窩
は
儒
教
的
な
正
義
感
の
強
い
人
で
あ
り
、
姜

沆
は
そ
の
人
物
学
識
を
知
る
に
つ
れ
て
ま
す
ま
す
尊
敬
し
、
終
に
「
朝
鮮

国
三
百
年
以
来
、
此
の
如
き
人
あ
る
は
吾
未
だ
之
を
聞
か
ざ
る
な
り
。」（
行

状
）
と
ま
で
嘆
じ
た
と
も
さ
れ
る
（
４
）。

両
人
が
、
儒
学
上
、
学
問
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
間
的
な
信
頼
の
篤
い

親
交
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑵
藤
原
惺
窩

藤
原
惺
窩
（
一
五
六
一
―
一
六
一
九
）、
名
は
粛
し
ゅ
く、

字
は
斂れ
ん
ぷ夫

、「
惺
窩
」

は
号
で
あ
る
。
柴さ
い

立り
ゅ
う
し子と

も
号
し
た
。
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）、
播
磨
国

細
川
邑
の
生
ま
れ
。「
中
世
の
藤
原
定
家
を
う
け
つ
ぐ
歌
学
の
名
門
冷
泉
家

の
後
裔（
５
）」

で
あ
る
。

藤
原
惺
窩
は
、
近
世
日
本
の
朱
子
学
の
祖
、
最
初
の
儒
者
と
、
高
く
評

さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
幼
少
時
に
仏
門
に
入
っ
た
が
、
十
八
歳
の
時
、
父

と
兄
が
別
所
長
治
の
襲
撃
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
た
め
、
相
国
寺
の
禅
僧
で

あ
っ
た
叔
父
寿
泉
を
た
よ
っ
て
上
洛
し
、
相
国
寺
の
妙
寿
院
に
止
住
す
る

こ
と
に
な
り
、
禅
の
修
行
に
励
み
、
ま
た
儒
学
の
研
究
も
志
し
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
僧
侶
で
あ
る
惺
窩
が
、
朝
鮮
の
儒
者
と
接
し
、
儒
教
に
つ

い
て
何
ら
か
の
刺
激
や
影
響
を
受
け
た
の
は
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）

来
日
し
た
朝
鮮
国
使
、
黄
允
吉
、
金
誠
一
、
許
筬
に
大
徳
寺
で
会
っ
た
の

が
、
最
初
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
時
、
と
り
わ
け
書
状
官
の
許
筬
（
ホ
・
ソ
ン
）
と
親
し
く
筆
談
し

詩
の
唱
和
を
交
え
て
お
り
、
そ
の
交
流
の
な
か
で
「
柴
立
子
説
」
な
る
一

文
を
彼
か
ら
贈
ら
れ
た
が
、
こ
の
一
文
は
、
惺
窩
に
「
深
い
自
省
を
与
え

…
惺
窩
に
対
し
て
極
め
て
深
い
影
響
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
（
６
）。」

と
い
う
評

が
な
さ
れ
て
い
る
。

姜沆 藤原惺窩 『巾車録』
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林
羅
山
が
記
し
た
「
惺
窩
先
生
行
状
」
に
、
惺
窩
は
「
聖
賢
の
性
理
の

書
を
読
み
、
当
世
に
善
師
な
き
を
思
ひ
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
惺
窩
は
儒

学
を
求
め
中
国
に
行
く
こ
と
を
決
意
し
、
つ
い
に
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）

冬
、
薩
摩
山
川
津
か
ら
出
帆
し
た
も
の
の
、
遭
難
し
渡
明
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
翌
年
京
に
戻
っ
た
惺
窩
は
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
の
秋
に
、

伏
見
で
姜
沆
に
出
会
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
そ
の
後
、「
両
人

は
た
が
い
に
尊
敬
し
肝
胆
あ
い
照
ら
す
交
わ
り
を
つ
づ
け
た
（
７
）」

の
で
あ
っ
た
。

惺
窩
は
、
姜
沆
に
、「
四
書
五
経
」
の
浄
書
を
依
頼
し
た
。
そ
し
て
惺
窩

は
、
そ
れ
ら
に
、
朱
子
に
よ
る
新
注
に
依
っ
て
、
訓
点
を
施
し
た
の
で
あ
っ

た
が
、「
常
に
そ
の
姜
沆
の
傍
に
い
て
朱
子
学
の
思
想
を
本
格
的
に
学
ぶ
よ

う
に
な
り
」、
さ
ら
に
、
日
本
に
は
い
ま
だ
な
か
っ
た
そ
の
新
注
に
よ
る
経

書
の
出
版
を
図
っ
た
（
８
）。

こ
れ
ら
は
、
惺
窩
の
よ
き
理
解
者
で
あ
る
親
友
、

赤
松
広
道
（
播
州
竜
野
城
の
城
主
）
の
援
助
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

惺
窩
の
著
作
に
は
、『
寸
鉄
論
』『
大
学
要
略
（
逐
鹿
評
）』『
文
章
達
徳

綱
領
』
等
が
あ
り
、
彼
が
成
し
遂
げ
た
こ
れ
ら
の
業
績
・
貢
献
に
よ
っ
て
、

日
本
朱
子
学
の
開
祖
と
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

惺
窩
と
赤
松
広
道
は
、
の
ち
に
姜
沆
が
帰
国
す
る
際
に
も
援
助
を
惜
し

ま
ず
、
無
事
に
姜
沆
が
帰
国
で
き
る
よ
う
に
助
け
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
姜
沆
と
藤
原
惺
窩
と
の
、
儒
学
上
で
は
な
く
、
口

承
文
学
の
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
「
瘤
戒
」
で
あ
る
。
姜
沆
が
帰

国
後
に
記
し
た
「
瘤
戒
」
と
い
う
一
文
に
つ
い
て
、
以
下
く
わ
し
く
見
て

い
く
こ
と
に
す
る
。

⑶
「
看
羊
録
」
と
い
う
書
名
に
つ
い
て
の
誤
解

姜
沆
の
著
書
の
中
で
、
日
本
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
『
看
羊
録
』

（
原
題
「
巾
車
録
」）
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
書
名
に
つ
い
て
は
、
誤
解

が
多
い
よ
う
で
あ
る
（
９
）。

姜
沆
自
身
が
生
前
こ
の
書
に
つ
け
た
原
題
は
「
巾き
ん
し
ゃ
ろ
く

車
録
」
で
あ
っ
て
、

「
看
羊
録
」
で
は
な
い
。
こ
の
「
巾
車
」
と
は
何
か
、そ
の
意
味
に
つ
い
て
、

高
弟
の
尹
舜
挙
（
ユ
ン
・
ス
ン
ゴ
）
は
、
一
六
五
六
年
に
板
行
し
た
文
集

『
睡
隠
集
』
の
「
跋
」
文
の
な
か
で
、

巾
車
と
い
う
も
の
は
、
本
来
罪
人
が
乗
る
も
の
で
あ
っ
て
、
先
生
が

と
く
に
取
り
あ
げ
て
名
づ
け
ら
れ
た
の
は
ど
う
い
う
理
由
か
ら
で
あ

ろ
う
か
。
思
う
に
、
先
生
が
謙
遜
・
卑
下
さ
れ
て
〔
御
自
身
を
〕
罪

人
の
ご
と
く
処
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う）

10
（

。

と
説
い
て
い
る
。

す
な
わ
ち
姜
沆
は
、
国
を
侵
略
し
た
倭
軍
に
捕
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
国

王
に
事
え
る
臣
と
し
て
恥
辱
で
あ
り
、罪
人
が
乗
せ
ら
れ
る
手
押
し
車
「
巾

車
」
に
乗
る
べ
き
者
と
自
ら
を
処
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
巾
車
録
」
と
名

付
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

姜
沆
の
没
後
に
、
高
弟
ら
門
人
が
師
の
文
集
を
編
輯
す
る
に
あ
た
り
、
中

国
漢
代
の
蘇
武
が
、
匈
奴
に
捕
ら
わ
れ
北
海
の
地
で
羊
を
看
さ
せ
ら
れ
た
境

遇
に
あ
っ
て
も
王
へ
の
節
を
守
り
つ
い
に
帰
国
し
た
と
い
う
故
事
と
、
姜
沆

の
漢
詩
に
蘇
武
故
事
の
一
節
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
看
羊
録
」
と
題
す
る

こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
の
ち
の
世
に
行
わ
れ
た
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改
題
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
著
者
の
意
志
を
尊
重
し
て
、「
巾
車
録
」
の
名

を
残
し
、
共
に
紹
介
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
筆
者
は
思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑷
先
行
研
究

韓
国
に
お
い
て
、
こ
の
「
瘤
戒
」
の
資
料
を
最
初
に
紹
介
し
た
の
は
、

鄭
炳
憲
／
イ
・
ジ
ヨ
ン
／
チ
ェ
・
ウ
ォ
ノ
編
の
『
わ
が
古
典
文
選
』（
シ
ム

ジ
、
一
九
九
四
年
）
で
あ
る
。「「
瘤
を
取
ろ
う
と
し
て
瘤
を
つ
け
ら
れ
た

人
」
姜
沆
」
と
題
し
、
原
漢
文
を
現
代
韓
国
語
に
訳
し
、
簡
略
な
解
説
を

付
し
紹
介
し
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
は
、
は
や
く
に
松
田
甲
の
詳
細
な
紹
介
）
11
（

、
ま
た
朝
鮮
朱

子
学
研
究
の
大
家
阿
部
吉
雄
の
簡
略
で
は
あ
る
が
紹
介
が
あ
っ
た）

12
（

。
近
年

琴
榮
辰
は
）
13
（

、
笑
話
と
し
て
取
り
あ
げ
、
読
み
下
し
文
を
示
し
、
惺
窩
が
姜

沆
に｢

咄｣

し
た
の
は
「
中
国
の
瘤
取
り
譚
」
だ
と
す
る
が
、
そ
の
根
拠
・

資
料
の
提
示
が
な
い
。

二
．
睡
隠�

姜
沆
が
伝
え
た
「
瘤
戒
」

「
瘤
戒
」
の
原
文
と
、
筆
者
に
よ
る
日
本
語
訳
を
次
に
挙
げ
る
。

　

瘤
戒

呂
宋
。
東
海
中
小
國
也
。
地
偏
而
水
又
湍
駛
。
故
人
多
癭
瘤
。

　

某
甲
額
生
瘤
。
幾
如
甕
盎
。
抑
首
不
能
起
。
其
妻
子
羞
而
逐
之
。
寝
息

山
間
者
數
日
。
夜
半
。
山
鬼
撃
皷
羣
譟
。
自
遠
而
近
。
甲
不
勝
其
怖
。
應

節
起
舞
。
示
若
無
懼
者
然
。
山
鬼
吐
舌
相
顧
曰
。
異
哉
。
不
意
空
山
中
。

有
此
良
朋
之
可
與
娯
者
。
因
撃
皷
不
已
。
甲
亦
舞
不
已
。
天
欲
明
。
鬼
謂

甲
曰
。
我
鬼
非
人
。
日
出
不
可
畄
。
來
夜
當
復
来
。
公
亦
能
復
来
耶
。
甲

曰
諾
。
鬼
三
問
甲
三
諾
。
鬼
猶
不
信
曰
。
人
情
難
保
。
請
取
公
瘤
以
為
質
。

遂
拈
取
瘤
去
。
甲
喜
幸
走
倒
。
至
家
則
全
人
矣
。
妻
子
改
觀
。

　

隣
里
聳
傳
。
某
乙
額
又
有
瘤
。
幾
如
某
甲
之
大
。
聞
甲
之
失
瘤
。
盤
跚

往
問
之
。
甲
悉
告
之
故
。
喜
甚
。
直
造
甲
所
寝
息
地
而
胥
之
。
夜
半
。
山

鬼
果
撃
皷
讙
叫
而
至
。
乙
豫
起
亂
舞
。
一
如
某
甲
之
為
。
山
鬼
至
。
喜
曰

有
信
哉
。
相
與
盡
懼
而
罷
。
遂
謂
乙
曰
。
恐
公
失
信
。
故
取
瘤
為
信
。
公

既
能
來
。
可
還
公
瘤
。
遂
取
甲
瘤
安
之
乙
額
而
去
。
對
峙
如
雙
家
。
乙
大

慟
曰
。
一
瘤
之
不
堪
。
而
況
兩
瘤
耶
。
遂
自
經
於
溝
瀆
死
。

　

日
東
僧
舜
首
座
。
為
余
談
是
事
。
余
以
俘
虜
生
還
。
見
棄
於
昭
丗
。
余

又
與
世
相
忘
。
久
而
不
知
身
之
曾
忝
一
命
也
。
所
親
或
勸
之
曰
。
君
之
絶

意
於
滎
進
。
譬
如
黄
門
之
絶
意
於
房
室
。
盡
且
求
之
。
以
洒
廢
棄
之
恥
乎
。

余
應
之
曰
。
籍
令
求
之
。
誰
即
與
之
。
前
恥
之
未
洒
而
窃
恐
更
得
後
恥
。

此
與
某
乙
欲
去
一
瘤
而
更
得
雙
瘤
何
異
。
勸
者
太
息
而
去
。

（
注
記
・『
影
印
標
點

韓
国
文
集
叢
刊 

第
七
十
三
輯 

睡
隱
集
』
ソ
ウ
ル
・
民
族
文
化
推
進

會
・
一
九
九
一
に
よ
る
。
巻
三
の
「
雑
著
」
に
収
ま
る
。
原
漢
文
に
三
カ
所
行
替

え
を
施
し
た
。
漢
字
は
原
文
の
ま
ま
。
但
し
通
行
の｢

瘤｣

の
漢
字
を
用
い
た
）

　

瘤
の
戒
め

呂
宋
は
東
海
の
中
の
小
さ
な
国
で
あ
る
。
土
地
が
偏
っ
て
い
て
水
が
ま

た
速
い
の
で
、
瘤
の
あ
る
人
が
多
い
。
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某
な
に
が
し

甲
は
、
額
に
ま
る
で
大
き
い
甕か
め

の
よ
う
な
瘤
が
で
き
て
、
そ
れ
が

首
を
抑
え
起
き
あ
が
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
妻
と
子
は
、
恥
ず
か
し
く
て

彼
を
追
い
だ
し
た
。

山
の
な
か
で
寝
て
す
ご
す
こ
と
数
日
、
真
夜
中
に
、
山
鬼
が
鼓
を
撃
ち

群
れ
を
な
し
騒
ぎ
た
て
な
が
ら
、
遠
く
か
ら
近
づ
い
て
き
た
。
甲
は
、
そ

の
怖
ろ
し
さ
に
た
え
ら
れ
ず
、
節ふ
し

に
合
わ
せ
て
起
き
あ
が
っ
て
舞
を
舞
い
、

怖
く
な
ど
な
い
か
の
よ
う
に
示
し
た
。
山
鬼
は
舌
を
吐
き
、
互
い
に
顔
を

見
合
わ
せ
な
が
ら
言
う
に
は
、「
お
か
し
な
こ
と
だ
！　

誰
も
い
な
い
山
の

中
に
、
思
い
も
よ
ら
ず
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
こ
ん
な
良
い
朋
が

い
る
と
は
！
」
と
。
そ
う
し
て
鼓
を
打
ち
続
け
て
や
め
る
こ
と
も
せ
ず
、

甲
も
ま
た
舞
を
舞
い
続
け
た
。
空
が
明
け
よ
う
と
す
る
と
、鬼
は
甲
に
「
我

は
鬼
で
あ
り
、
人
間
で
は
な
い
。
日
が
出
て
く
れ
ば
留
ま
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
だ
。
明
日
の
夜
に
も
ち
ろ
ん
ま
た
来
る
が
、
公
も
ま
た
来
る
こ
と

が
で
き
る
か
。」
と
言
っ
た
。
甲
は
、
わ
か
っ
た
と
い
っ
た
。
鬼
は
三
度
問

い
、
甲
は
三
度
承
諾
し
た
。
鬼
は
、
な
お
も
信
じ
な
い
で
、「
人
間
の
情
は

保
つ
の
が
難
し
い
。
公
の
瘤
を
取
っ
て
、
質
に
し
よ
う
。」
と
言
っ
て
、
と

う
と
う
瘤
を
ひ
ね
り
取
っ
て
、
去
っ
て
い
っ
た
。
甲
は
喜
び
、
う
れ
し
く

て
、
走
り
倒
れ
し
な
が
ら
家
に
至
る
と
、
ま
さ
に
ま
っ
と
う
な
人
で
あ
っ

た
。
妻
と
子
は
、
甲
を
見
な
お
し
た
。

隣
里
は
、
耳
を
そ
ば
立
て
（
こ
の
こ
と
を
）
伝
え
た
。
某
乙
の
額
に
も

ま
た
瘤
が
あ
っ
た
。
甲
の
大
き
さ
ほ
ど
の
瘤
で
あ
る
。
甲
が
瘤
を
な
く
し

た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
、
あ
た
ふ
た
と
尋
ね
て
行
っ
て
、
そ
の
こ
と
を

問
う
た
。
甲
は
そ
の
わ
け
を
す
べ
て
告
げ
た
の
で
、
た
い
へ
ん
喜
ん
で
、

す
ぐ
さ
ま
甲
が
寝
て
す
ご
し
た
所
に
行
き
、
そ
こ
で
待
つ
の
で
あ
っ
た
。

真
夜
中
に
な
る
と
、
は
た
し
て
山
鬼
が
、
鼓
を
撃
ち
騒
ぎ
た
て
叫
び
な
が

ら
や
っ
て
来
た
。
乙
は
あ
ら
か
じ
め
起
き
あ
が
っ
て
乱
舞
し
た
。
た
だ
た
だ

甲
が
し
た
よ
う
に
で
あ
る
。
山
鬼
は
や
っ
て
来
て
、
喜
び
な
が
ら
「
信
が
あ

る
な
あ
！
」
と
言
い
、
い
っ
し
ょ
に
娯た
の

し
み
を
尽
く
し
て
終
え
た
。
そ
う
し

て
乙
に
言
う
に
は
、「
公
が
信
を
失
う
こ
と
を
恐
れ
、
そ
れ
ゆ
え
「
瘤
」
を

取
っ
て
「
信
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
公
は
こ
う
し
て
来
た
の
で
、
瘤
は
公
に

返
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
言
っ
た
。
そ
う
し
て
甲
の
瘤
を
手
に
と
り
、
そ
れ

を
乙
の
額
に
押
さ
え
く
っ
つ
け
て
、
去
っ
て
い
っ
た
。
ま
る
で
二
つ
の
家
が

対
峙
す
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
乙
は
、
は
げ
し
く
嘆
き
悲
し
ん
で
、「
一
つ
の

瘤
で
も
堪
え
ら
れ
な
い
の
に
、
ま
し
て
二
つ
の
瘤
と
は
！
」
と
言
っ
た
。
そ

し
て
と
う
と
う
、
自
ら
溝
で
首
を
く
く
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

日
本
の
僧
舜
首
座
は
、私
の
た
め
に
こ
の
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
た
。
私
は
、

俘
虜
と
し
て
生
き
て
帰
っ
た
が
、
こ
の
世
に
お
い
て
棄
て
ら
れ
た
。
私
も
ま

た
、
世
の
中
と
と
も
に
お
互
い
を
忘
れ
去
っ
た
。
時
が
た
っ
て
、
か
つ
て
こ

の
身
が
忝
か
た
じ
け
なく

も
官
吏
に
任
命
さ
れ
て
い
た
こ
と
す
ら
、
覚
え
て
い
な
い
。

親
し
い
あ
る
者
が
、そ
の
こ
と
を
私
に
勧
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
。「
君
が
、

栄
進
に
意
を
絶
っ
て
い
る
の
は
、
譬
え
る
な
ら
宦
官
が
房
室
に
意
を
絶
っ

た
よ
う
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
栄
進
を
ま
た
求
め
て
、
そ
れ
で
も
っ
て
廃
棄

の
恥
を
洒す
す

ご
う
と
し
な
い
の
か
。」と
。
私
は
そ
れ
に
応こ
た

え
て
言
っ
た
。「
た

と
え
そ
れ
を
求
め
て
も
、
誰
が
す
ぐ
に
そ
れ
を
与
え
る
だ
ろ
う
か
。
前さ
き

の

恥
が
い
ま
だ
洒
が
れ
て
い
な
い
の
に
、
さ
ら
に
後
の
恥
を
得
る
こ
と
を
ひ

そ
か
に
恐
れ
る
。
こ
れ
は
、
乙
な
に
が
し
が
一
つ
の
瘤
を
取
ろ
う
と
し
て
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二
つ
の
瘤
を
得
た
こ
と
と
、
何
が
異
な
る
で
あ
ろ
う
か
。」
と
。

勧
め
て
い
た
者
は
、
大
き
い
た
め
息
を
つ
い
て
立
ち
去
っ
た
。

三
．「
瘤
戒
」
が
伝
え
て
く
れ
る
こ
と

さ
て
、
こ
の
「
瘤
戒
」
は
何
を
伝
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
か

ら
何
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
以
下
に
お
い
て
、
特
に
重

要
と
考
え
る
着
眼
点
を
設
定
し
、
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。

⑴　

日
東
僧
舜
首
座
・
藤
原
惺
窩
の
「
談
」

ま
ず
こ
の
「
瘤
戒
」
は
、
誰
が
、
誰
に
対
し
て
、
は
な
し
た
の
か
が
明

白
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
話
者
」（
語
り
手
）
と
「
聞
き
手
」

（
享
受
者
）
が
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

原
文
の
二
重
付
線
に
「
日
東
僧
舜
首
座
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
話
者
は
、

「
日
東
」
す
な
わ
ち
日
本
の
、「
舜
し
ゅ
ん

首し
ゅ
そ座

」
す
な
わ
ち
藤
原
惺
窩
と
な
る
。

そ
し
て
聞
き
手
は
、
朝
鮮
の
儒
者
睡
隠
姜
沆
で
あ
り
、
日
本
と
朝
鮮
と
い

う
二
つ
の
国
の
人
物
、
し
か
も
、
儒
者
の
間
で
の
説
話
（
昔
話
）
享
受
を

伝
え
て
い
る
こ
の
よ
う
な
資
料
は
、
き
わ
め
て
稀
で
あ
り
、
貴
重
な
文
献

と
評
価
で
き
る
。

次
に
重
要
な
の
は
、
原
文
の
二
重
付
線
「
談
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。

「
談
」
と
い
う
語
に
は
、
口
頭
に
よ
る
生
き
た
語
り
が
感
じ
ら
れ
、
ま
た
う

ち
と
け
た
場
の
雰
囲
気
も
感
じ
さ
せ
る
。
姜
沆
が
「
談
」
の
字
を
用
い
た

の
は
、
そ
の
場
が
、
口
頭
で
行
わ
れ
た
〝
生
き
た
語
り
の
場
〞
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

で
は
、
そ
れ
は
一
体
い
つ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
惺
窩
と
姜
沆
が

出
会
い
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
時
期
が
、
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
か
と
い
う
問

題
が
あ
る
。
そ
れ
に
関
し
て
文
献
資
料
類
を
見
て
も
、
な
か
な
か
は
っ
き
り

わ
か
ら
な
い
の
で
、
姜
沆
が
日
本
に
居
た
時
期
を
ま
ず
確
認
し
て
お
こ
う
。

姜
沆
自
身
の
記
録
「
賊
中
封
疏
」
に
よ
れ
ば
、
伏
見
の
地
に
抑
留
さ
れ

た
の
は
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
の
秋
で
あ
る
。
し
か
し
す
ぐ
に
惺
窩
と

談
話
の
場
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
早
く
と
も
慶
長
四
年

（
一
五
九
九
）
に
入
っ
て
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
慶
長
五
年

（
一
六
〇
〇
）
の
二
月
に
抑
留
か
ら
解
き
放
た
れ
て
、
四
月
二
日
に
京
を
出

発
し
、
五
月
十
九
日
に
釡
山
に
着
い
て
い
る
の
で
、
出
発
前
の
三
月
頃
ま

で
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う）

14
（

。
し
た
が
っ
て
、
可
能
な
の
は
一
年
と
三
ヶ
月

ほ
ど
の
期
間
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
い
ず
れ
か
の
時
に
、〝
談
じ
る
場
〞

が
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。

⑵
「
瘤
戒
」
の
特
質

で
は
、「
瘤
戒
」
に
記
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
惺
窩
が
語
っ
た
と
い
う
「
こ
ぶ

と
り
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
が
、
日
本
の
文
献
資
料
で

あ
る
鎌
倉
時
代
初
期
の
説
話
集
『
宇
治
拾
遺
物
語
）
15
（

』
第
三
話
「
鬼
ニ
癭
被

取
事
」（
以
下
『
宇
治
』
と
略
す
）
や
、
同
時
代
の
教
訓
書
で
あ
る
『
五
常

内
義
抄
）
16
（

』「
智
賢
也　

不
妄
語
戒
」
の
「
第
十
四
」（
以
下
『
五
常
』
と
略

す
）、
そ
し
て
中
国
の
『
産
語
）
17
（

』「
皐
賓
第
六
」（
以
下
『
産
語
』
と
略
す
）

な
ど
と
の
対
比
・
対
照
も
さ
し
は
さ
み
な
が
ら
、「
瘤
戒
」
の
特
質
に
つ
い
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て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

江
戸
初
期
の
安
楽
庵
策
伝
『
醒
睡
笑
』
に
類
話
が
載
る
が
、
そ
の
成
立

年
の
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
は
、
姜
沆
の
帰
国
後
で
あ
り
藤
原
惺
窩
の

没
後
で
あ
る
の
で
、
対
象
か
ら
外
れ
る
。

１
．
対
立
的
設
定

「
瘤
戒
」
は
、
ま
ず
、
前
半
と
後
半
と
呼
べ
る
部
分
か
ら
な
っ
て
い
て
、

話
の
構
成
そ
の
も
の
に
対
立
性
が
見
ら
れ
る
。

次
に
人
物
設
定
は
、
民
間
説
話
・
昔
話
に
お
い
て
重
要
な
基
本
要
素
で

あ
り
、
そ
の
対
立
的
な
設
定
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
テ
イ
・
ア
ー
ル
ネ
な
ど

の
研
究
者
が
つ
と
に
指
摘
し
た
民
間
説
話
の
本
質
的
か
つ
普
遍
的
な
特
質

で
あ
る
。

「
瘤
戒
」
で
は
、
前
半
と
後
半
に
登
場
す
る
二
人
の
人
物
も
、
対
立
的
で

あ
る
。
付
線
「
某
甲
」
と
「
某
乙
」
と
あ
っ
て
、
甲
・
乙
と
い
う
対
立
的

な
呼
び
名
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
甲
・
乙
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
単

に
瘤
が
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
だ
け
で
あ
り
、
た
と
え
ば
「
や
さ
し
い
」

に
対
し
て
「
い
じ
わ
る
な
」
や
、「
正
直
な｣

に
対
し
て
「
嘘
つ
き
の
」
な

ど
と
い
っ
た
、
人
物
を
対
立
的
に
修
飾
す
る
形
容
句
は
付
い
て
い
な
い
。

簡
潔
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
の
資
料
『
宇
治
』
で
は
「
翁
」、『
五
常
』
で
は
「
法

師
」
と
あ
っ
て
、
前
半
・
後
半
と
も
、
同
じ
登
場
人
物
の
名
称
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
中
国
の
『
産
語
』
で
は
、
単
に
「
人
」
と
の
み
あ
っ
て
、
い

ず
れ
に
お
い
て
も
名
称
に
対
立
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。

対
立
的
な
設
定
は
、
そ
れ
ら
人
物
た
ち
の
〝
行
動
〞
に
お
い
て
表
さ
れ

て
い
る
。
同
じ
名
称
で
あ
る
ほ
う
が
、
そ
の
〝
行
動
〞
の
対
立
性
を
む
し

ろ
際
立
た
せ
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

２
．「
隣
の
爺
」
型　

右
の
１
で
取
り
あ
げ
た
対
立
的
設
定
の
構
成
、
い
わ
ゆ
る
後
半
の
は
な

し
は
、「
瘤
戒
」
で
は
、
二
重
付
線
の

　

隣
里

と
い
う
語
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
後
半
の
話
が
対
立
的
な

「
隣
」
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
隣
の
爺
」
型
が
、
日
本
の
昔
話
に
お
い
て
顕
著
に
見
い
だ
せ
る
重
要
な

特
徴
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
一
大
特
質
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
た
と
え
ば
関
敬
吾
著
『
日
本
昔

話
大
成
』
で
は
、
分
類
項
目
に
「
隣
の
爺
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
で

あ
る
。

藤
原
惺
窩
が
談
じ
た
話
は
、
こ
の
「
隣
の
爺
」
型
で
あ
っ
た
。

で
は
、『
宇
治
』
と
『
五
常
』
で
は
ど
う
か
を
見
る
と
、

隣
に
あ
る
翁
、
左
の
顔
に
大
な
る
こ
ぶ
あ
り
け
る
が
、（『
宇
治
』）

又
隣ニ

こ
ぶ
以
た
る
法
師
（『
五
常
』）

と
あ
っ
て
、
や
は
り
〝
隣
〞
の
設
定
が
明
白
で
あ
る
。

し
か
し
、
中
国
の
『
産
語
』
を
見
る
と
、

里
人
有
患
瘤
于
頸
（
里
人
が
お
り
、
頸く
び

に
瘤
が
あ
っ
た）

18
（

。）

と
あ
っ
て
、〝
隣
〞
の
設
定
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
中
国
資
料
の
「
こ
ぶ
と
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り
」
は
資
料
紹
介
（
特
に
口
承
採
録
話
の
日
本
語
訳
）
が
少
な
く
論
議
が

難
し
い
が
、『
産
語
』
が
隣
の
爺
型
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

３
．「
鬼
」

「
瘤
戒
」
で
は
、
山
の
中
で
登
場
す
る
の
は
「
鬼
」
で
あ
る
。
鬼
は
、
日

本
の
『
宇
治
』
と
、
中
国
の
『
産
語
』
と
共
通
す
る
。
し
か
し
『
五
常
』

で
は
「
天
狗
」
で
あ
っ
て
、「
鬼
」
で
は
な
い
。
日
本
の
資
料
で
は
、「
鬼
」

と
「
天
狗
」
の
二
種
類
が
異
界
の
存
在
と
し
て
現
れ
る
。

姜
沆
が
記
し
た
「
瘤
戒
」
に
は
鬼
と
あ
る
の
で
、
藤
原
惺
窩
が
談
じ
た

の
は
「
鬼
」
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
鬼
」（
漢
文
で
は
「
鬼
神
」

と
い
う
表
記
が
圧
倒
的
に
多
い
）
は
、
朝
鮮
の
類
話
の
ほ
ぼ
す
べ
て
に
登

場
し
て
い
る
。
も
し
そ
れ
が
「
天
狗
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
聞
き
慣
れ

親
し
み
の
あ
る
「
鬼
」
に
理
解
さ
れ
、
換
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

４
．「
3
」
の
数
の
優
位
、
繰
り
返
し

付
線
の
「
鬼
三
問
甲
三
諾
」
に
注
目
し
た
い
。
簡
潔
な
漢
文
表
現
で
は
あ

る
が
、
そ
こ
に
〝
三
回
繰
り
返
し
〞
が
は
っ
き
り
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

明
日
の
夜
に
も
ま
た
来
る
か
と
鬼
は
三
度
問
い
、
甲
も
三
度
「
諾
」（
承

諾
し
た
）
と
あ
り
、
鬼
と
甲
の
問
答
の
や
り
と
り
が
「
三
」
回
あ
っ
た
と

す
る
。

「
3
」
の
数
を
好
む
こ
と
、「
3
」
の
数
が
優
位
で
あ
る
こ
と
は
、
世
界

の
民
間
説
話
・
昔
話
に
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
特
徴
で
あ
る
。
と
り
わ
け

口
頭
伝
承
に
お
い
て
顕
著
な
こ
の
特
質
が
、「
瘤
戒
」
に
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
藤
原
惺
窩
が
談
じ
た
話
は
、
口
承
の
要
素
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と

判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

５
．「
質
」、
質
を
取
る
理
由
と
質
を
返
す
理
由

波
線
の
「
質
」
は
、
何
か
を
保
証
す
る
た
め
に
預
か
る
も
の
を
さ
す
。
こ
の

話
で
は
、
そ
の
質
が
「
瘤
」
で
あ
る
と
こ
ろ
に
話
の
核
心
、
面
白
味
が
あ
る
。

「
瘤
戒
」
で
は
、
鬼
が
約
束
（
信
）
の
保
証
と
し
て
、
甲
の
瘤
を
「
質
」

に
取
っ
て
い
る
。
そ
し
て
後
半
で
は
、
乙
に
対
し
鬼
は
、
約
束
を
守
っ
て

よ
く
来
た
と
喜
び
、「
信
」
が
あ
る
と
言
っ
て
、
預
か
っ
た
「
質
」
の
瘤
は

返
す
べ
き
と
言
い
な
が
ら
瘤
を
乙
に
く
っ
つ
け
て
い
る
。
つ
ま
り
約
束
を

守
っ
た
行
為
を
「
信
」
と
評
価
し
て
、「
質
」
を
返
し
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、「
信
」
は
、「
儒
教
に
説
く
五
常
、
即
ち
仁
、
義
、
礼
、
智
、

信
）
19
（

」
に
あ
り
、
儒
教
が
重
視
す
る
徳
目
、
倫
理
で
あ
る
。
こ
れ
が
、『
五
常
』

に
は
左
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
文
に
は
、

約
束
不
違ヘ

來ル

と
云
、
質
返ヘ

さ
む
と
云
て
（『
五
常
』）

と
あ
っ
て
、
約
束
を
守
り
や
っ
て
来
た
の
で
「
質
」
を
返
そ
う
と
言
っ
て

い
る
。
本
文
に｢

信｣

と
い
う
語
そ
の
も
の
は
な
い
け
れ
ど
、
″
約
束
を

守
る
こ
と
″
が
「
質
」
を
返
す
理
由
で
あ
る
点
は
、「
瘤
戒
」
と
ま
っ
た
く

同
じ
で
あ
る
。

こ
の
点
で
、
藤
原
惺
窩
が
談
じ
た
話
は
、『
五
常
』
と
大
き
い
共
通
性
を

見
せ
て
い
る
と
い
え
る
。

し
か
し
、『
宇
治
』
は
、
こ
れ
ら
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
本
文
に
は
、
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こ
の
た
び
は
、
わ
ろ
く
舞
た
り
。
返
（
か
へ
す
が〳
へ
す
）〵わ

ろ
し
。

と
あ
っ
て
、
悪
く
舞
っ
た
と
い
い
、
悪
く
舞
っ
た
理
由
で
、
鬼
は
瘤
を
返

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
廣
田
収
氏
は
、
こ
の
『
宇
治
』
の
特
徴
に
つ
い
て
、

『
宇
治
』
で
は
「
舞
の
良
し
悪
し
が
要
め
で
あ
る）

20
（

。」
と
指
摘
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
舞
の
良
し
悪
し
が
、
瘤
を
返
す
理
由
に
な
っ
て
い
て
、
″
約
束

を
守
っ
た
こ
と
″
が
理
由
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
お
い
て
、「
瘤
戒
」
は
、『
宇
治
』
と
は
決
定
的
に
相
違
す
る

と
い
え
よ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
藤
原
惺
窩
が
姜
沆
に
談
じ
た
「
こ
ぶ
と
り
」
の
話

は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
よ
り
も
、『
五
常
内
義
抄
』
の
所
載
話
に
大
き
く

親
近
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

６
．
話
末
評
語

話
末
評
語
と
は
、「
説
話
の
末
尾
に
、
編
者
も
し
く
は
説
話
伝
承
者
の
短

い
批
評
・
感
想
・
教
訓
な
ど
が
付
加
さ
れ）

21
（

」
た
文
言
を
さ
す
。

『
五
常
内
義
抄
』
は
、
儒
教
に
説
く｢

五
常｣

を
、
仏
教
に
説
く
「
五
戒
」

に
対
比
し
説
明
し
た
教
訓
書
で
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、『
五
常
』
の
本
文

を
見
る
と
、

不ル

見
處
を
ば
不ト

信セ

云
り
。

と
あ
っ
て
、
見
な
い
こ
と
を
信
じ
る
な
、
と
戒
め
て
い
る
。「
信
」
は
、
儒

教
が
説
く
と
こ
ろ
の｢

五
常｣

の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
仏
教
が
説
く｢

五
戒｣

に
は
「
信
」
は
入
っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
で
、『
五
常
内
義
抄
』
は
、

儒
教
を
よ
り
重
視
し
た
書
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
『
宇
治
』
で
は
、
戒
め
の
内
容
が
『
五
常
』

と
は
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

物
う
ら
や
み
は
、
す
ま
じ
き
事
な
り
と
ぞ
。

と
あ
っ
て
、〝
羨
む
こ
と
〞
を
戒
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
『
宇
治
』
と
同
じ
な
の
が
、
中
国
の
「
産
語
」
で
あ
り
、
そ
こ
に

は

徒
羨
人
之
禍
也
（
む
や
み
に
人
を
羨
む
と
禍
わ
ざ
わ
いに

な
る）

22
（

）

と
あ
っ
て
、「
羨
む
こ
と
」
を
戒
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、「
瘤
戒
」
に
は
、
右
の
定
義
の
よ
う
な
話
末
評
語
は
な
い
。

あ
る
の
は
、
姜
沆
の
長
い
述
懐
（
原
文
の
約
四
分
の
一
）
で
あ
る
。

こ
の
部
分
は
、
か
つ
て
藤
原
惺
窩
か
ら
聞
い
た
「
こ
ぶ
と
り
」
と
関
連

づ
け
て
、
帰
国
後
の
自
身
の
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
の
思
い
・
決
意
を

述
べ
た
部
分
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
説
話
の
〝
享
受
〞
を
示
す
部
分

に
該
当
す
る
。

そ
の
思
い
と
は
、原
文
「
前
恥
之
未
洒
而
窃
恐
更
得
後
恥
」
の
波
線
「
前

恥
」
と
「
後
恥
」
の
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
倭
軍
の
捕
虜
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
俘
虜
と
し
て
生
還

し
た
こ
と
を
、
波
線
の
「
廃
棄
の
恥
」「
前
恥
」
と
言
い
表
し
、
宮
廷
に
出

仕
し
て
受
け
か
ね
な
い
恥
を
「
後
恥
」
と
表
現
し
て
、「
恥
」
を
二
度
も
得

る
行
為
を
、
姜
沆
は
戒
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
官
僚
と
し
て
出
仕

し
な
い
考
え
、
栄
進
を
求
め
な
い
決
意
を
述
べ
た
わ
け
で
あ
る
。

実
の
と
こ
ろ
、
姜
沆
は
、
帰
国
後
す
ぐ
宣
祖
王
よ
り
そ
の
功
を
賞
さ
れ
、

宣
祖
三
六
年
（
一
六
〇
二
）
に
大
邱
教
授
に
任
命
さ
れ
た
も
の
の
、
赴
任
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し
な
か
っ
た
。
翌
宣
祖
三
七
年
（
一
六
〇
三
）
に
も
順
天
教
授
の
任
命
が

あ
っ
た
が
、
や
は
り
赴
任
し
て
い
な
い
。
姜
沆
は
、
帰
還
以
後
、
王
の
意

志
に
反
し
て
彼
を
排
斥
す
る
朝
廷
の
臣
下
ら
に
よ
っ
て
、
故
郷
に
戻
っ
て）

23
（

い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
は
、
後
進
の
教
育
と
農
耕
に
す
べ
て
を

さ
さ
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
見
て
く
る
と
、
睡
隠
姜
沆
の
人
生
観
は
、
儒
教
の
四
書
の
一
つ
『
中

庸
』
が
説
く
「
君
子
居
易
以
俟
命
」
に
あ
っ
た
、
と
い
う
李
慧
淳
氏
の
指

摘
）
24
（

は
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
中
庸
』
の
こ
の
一
節
は
、
自
分
の
節
義

を
認
め
な
い
で
阻
害
し
よ
う
と
す
る
相
手
に
対
し
て
、
怨
ん
だ
り
責
め
た

り
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
た
だ
自
ら
を
正
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
さ
を
、
説

い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
三
綱
五
倫
」
を
尊
ぶ
儒
者
姜
沆
に
と
っ
て
、「
恥
」
を
か
く
こ
と
は
、
最

も
「
戒
」
め
る
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
姜
沆
が
付
け
た
「
瘤
戒
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
の
「
戒
」
は
、
ま
さ
し
く
そ
れ
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
に
お
い
て
、「
瘤
戒
」
に
つ
い
て
、
日
本
と
朝
鮮
の
二
人
の
儒
者
に

こ
だ
わ
り
、
口
承
と
い
う
視
点
に
重
き
を
置
い
て
、
日
本
の
「
こ
ぶ
と
り
」

の
代
表
的
文
献
資
料
に
依
拠
し
そ
れ
と
の
対
比
も
試
み
な
が
ら
、
そ
の
特

徴
・
特
質
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

７
．「
呂
宋
」
と
い
う
設
定
に
つ
い
て

「
瘤
戒
」
は
、
冒
頭
「
呂
宋
。
東
海
中
小
国
也
。」
と
語
り
出
す
。
一
般

的
に
は
、「
呂
宋
」
は
ル
ソ
ン
島
を
さ
す
。
し
か
し
額
面
通
り
に
、
呂
宋
と

い
う
国
の
説
話
と
受
け
止
め
る
の
は
危
険
で
あ
ろ
う
。

藤
原
惺
窩
は
、
た
し
か
に
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
年
に
、
薩
摩
の
大

隅
内
之
浦
に
行
き
、
ル
ソ
ン
瑠
璃
盞
を
見
、
呂
宋
や
琉
球
の
話
な
ど
を
聞

き
ま
た
世
界
地
図
を
見
た
と
い
う）

25
（

が
、
は
た
し
て
呂
宋
の
「
こ
ぶ
と
り
」

に
ま
で
接
し
た
か
は
記
録
も
な
く
不
明
で
、
そ
の
記
録
だ
け
で
は
論
議
が

推
測
に
お
わ
ろ
う
。

そ
れ
よ
り
も
、
こ
と
ば
の
使
用
例
に
こ
だ
わ
っ
た
と
こ
ろ
、
鈴
木
棠
三

氏
に
、
当
時
、
呂
宋
（
ル
ソ
ン
）
と
い
う
語
は
、「
広
い
意
味
の
南
方
海
外

の
称
」
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た）

26
（

。
と
す
る
と
、「
瘤

戒
」
の
「
呂
宋
」
は
、〝
日
本
で
は
な
い
国
〞
ほ
ど
の
意
味
と
理
解
す
る
の

が
妥
当
で
は
な
い
か
と
判
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
語
り
だ
し
の
「
呂
宋
」
は
、「
日
本
の
は
な
し
」
と
し
て
姜
沆

に
語
る
の
を
藤
原
惺
窩
が
は
ば
か
っ
て
避
け
、
仮
託
し
て
用
い
た
設
定
で

は
な
か
っ
た
か
と
考
え
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
聞
き
手
の
姜
沆
は
、
日
本
の
侵
攻
に
よ
っ
て
家
族
を
失
い
、

抑
留
軟
禁
と
い
う
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
姜

沆
へ
の
心
遣
い
が
あ
っ
て
、「
日
本
の
は
な
し
」
と
し
て
語
る
こ
と
を
避
け

た
の
で
は
な
い
か
と
、
筆
者
は
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。

注（
1
） 
朴
鐘
鳴
訳
注
『
看
羊
録
』
一
九
八
四　

平
凡
社　

一
二
頁
、
二
一
頁
、

二
二
頁

（
2
） 

今
中
寬
司
『
近
世
日
本
政
治
思
想
の
成
立
―
惺
窩
学
と
羅
山
学
』

一
九
七
二　

創
文
社　

一
五
四
頁
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（
3
） 

石
田
一
良
・
金
谷
治
校
注
『
日
本
思
想
大
系
28
藤
原
惺
窩　

林
羅
山
』

一
九
七
五　

岩
波
書
店　

三
六
五
頁

（
4
） 
阿
部
吉
雄
『
日
本
朱
子
学
と
朝
鮮
』
一
九
六
五　

東
京
大
学
出
版
会　

八
三
頁

（
5
） 

金
谷
治
「
藤
原
惺
窩
の
儒
学
思
想
」
四
四
九
頁
（
注
（
3
）
の
書
）

（
6
） 

注
（
2
）
の
二
三
頁

（
7
） 

注
（
3
）
に
同
じ

（
8
） 

疋
田
啓
佑
『
儒
者
―
日
本
人
を
啓
蒙
し
た
知
の
巨
人
た
ち
』
二
〇
一
三　

到
知
出
版
社
、
一
五
頁

（
9
） 

た
と
え
ば
司
馬
遼
太
郎
氏
『
こ
の
国
の
か
た
ち
五
』
に
は
、
書
名
誤
解

か
ら
の
評
価
（「
姜
沆
は
、
蘇
武
に
自
分
を
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。」）
が

見
ら
れ
る
。

（
10
） 

注
（
1
）
の
二
九
三
頁

（
11
） 

松
田
甲
『
日
鮮
史
話　
四
』一
九
七
六　
原
書
房　
三
九
〜
四
〇
頁
（
原
著

は
一
九
三
一
年
。
引
用
原
文
に
脱
字
誤
字
が
あ
り
注
意
を
要
す
る
）

（
12
） 

注
（
4
）
の
六
六
頁

（
13
） 『
東
ア
ジ
ア
笑
話
比
較
研
究
』
二
〇
一
二　

勉
誠
出
版

（
14
） 

注
（
1
）
の
一
八
五
〜
一
八
六
頁

（
15
） 

三
木
紀
人
他
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
42
宇
治
拾
遺
物
語　

古
本

説
話
集
』
一
九
九
〇　

岩
波
書
店　

（
16
） 

鷲
尾
順
敬
編
『
国
文
東
方
仏
教
叢
書　

第
二
集 

第
三
巻
』
一
九
三
〇　

名
著
普
及
会

（
17
） 

神
谷
正
明
『
産
語
の
研
究　

校
注
篇 

第
一
冊
』
一
九
六
二　

書
籍
文
物

流
通
会

（
18
） 

廣
田
収
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
中
の
昔
話
』
二
〇
〇
三　

新
典
社　

三
八
頁

（
19
） 

注
（
16
）
の
「
解
題
」
二
頁

（
20
） 

廣
田
収
『『
宇
治
拾
遺
物
語
』
表
現
の
研
究
』
二
〇
〇
三　

笠
間
書
店　

二
二
八
頁

（
21
） 

西
尾
光
一
『
中
世
説
話
文
学
論
』
一
九
六
三　

塙
書
房　

一
六
四
頁

（
22
） 

注
（
18
）
の
三
九
頁

（
23
） 

李
慧
淳
「
睡
隠 

姜
沆
の
詩
的
思
惟
と
そ
の
意
味
」『
韓
国
漢
文
学
研
究
』

第
二
七
輯　

二
〇
〇
一　

一
九
六
頁

（
24
） 

注
（
23
）
の
二
一
一
頁

（
25
） 

太
田
青
丘
『
藤
原
惺
窩
』
一
九
六
五　

吉
川
弘
文
館　
　

四
三
頁

（
26
） 

鈴
木
棠
三
校
注
『
醒
睡
笑
』
一
九
六
一　

岩
波
文
庫　

一
一
〇
頁

〇
韓
国
に
お
け
る
姜
沆
の
「
文
学
」
に
関
す
る
論
考
（
日
本
語
訳
し
て
示
す
）

キ
ム
・
ド
ン
ジ
ュ
ン
「
睡
隠 

姜
沆
の
生
涯
と
詩
」『
韓
国
漢
詩
作
家
研
究
』

第
8
輯
、
二
〇
〇
三

パ
ク
・
セ
イ
ン
「
睡
隠 

姜
沆
の
詩
文
学
研
究
」
全
南
大
学
校
博
士
学
位
論

文
、
二
〇
〇
九

キ
ム
・
ギ
ョ
ン
オ
ク
「
睡
隠 

姜
沆
の
生
涯
と
著
述
活
動
」『
島
嶼
文
化
』
第

35
輯
、
二
〇
一
〇・六

パ
ク
・
セ
イ
ン「
睡
隠
姜
沆
と
一
七
世
紀
初
の
湖
南
文
学
の
一
面
」
同
右
誌

パ
ク
・
セ
イ
ン
「
睡
隠 

姜
沆
の
連
作
形
題
詠
詩
考
察
」『
ソ
ム
ジ
ン
江
圏
歴

史
文
化
地
図
』
プ
ル
ン
ギ
ル
、
二
〇
一
三

 

（
ぴ
ょ
ん
・
う
ん
じ
ょ
ん
／
同
志
社
大
学
）


